
















最近、川崎病の治療にガンマグロブリン投与が有効であるとの報告が散見されるようにな

り、本研究班においても治療研究としてガンマグロブリン療法を施行中である。しかしガ

ンマグロブリン療法が川崎病に真に有効であるか否かは未だ確立しておらず、また川崎病

の病態においてどのような機序で作用するかについての基礎研究は殆んどみられない。そ

れのみならず、ガンマグロブリンが、川崎病急性期血管炎の大きな特徴であり同時に心筋

梗塞などの発症に密接に関与していると考えられる血栓形成傾向に対して、いかなる影響

を与えるかについても全く検討されていない。 

われわれは臨床的に川崎病患児にガンマグロブリン療法を施行する以前に検討すべきこと

として、in-vitro でのガンマグロブリンの血小板凝集能に及ぼす影響、および他疾患での

ガンマグロブリン投与時の血小板凝集能の変化を調べ、この面からみる限りガンマグロブ

リンが川崎病血管炎の増悪因子になる可能性は少ないと考え、今回川崎病患児においてガ

ンマグロブリンを投与し、その際の血小板機能の変化を検討したので報告する。 


